
　保育所の夏祭り取材に行くと子どもた
ちが『この街が好き』を一生懸命に歌っ
ていてとても感動しました。何事も一生

懸命にすることで人の心を動かせるのか
もしれません。さぁ、私も妻にお小遣い
アップの交渉を一生懸命してみようか！ 編集者 M

中振敬愛保育所の夏祭りで「この街が好き」

　８月20日・
21日、 公 共
交通サービス
の 魅 力を 伝
え、利用促進
につなげるた
めのバスバッ
クヤードツア
ーが京阪バス

枚方営業所で開かれました。運行日誌や整備現場
など、普段見られない営業所内や車庫の見学のほ
か、洗車体験やバス非常扉からの降車体験に参加
者から「まだまだ知らない魅力がいっぱい」と驚
きと感心の声も。親子で参加した的場一晟さん
（４歳）は「バスの中から洗車を見られたことも
運転手になれたこともぜーんぶ楽しかった」と運
転席で笑顔でした。

　９月４日、第一回水都くらわんか花火大会が淀
川河川公園枚方地区・大塚地区で開かれました。
地元有志による実行委員会主催で昨年の枚方市・
高槻市の出生数と同じ4995発が打ち上げられ、
19年ぶりとなる花火大会のにぎわいに「こんな感
じやった」と懐かしむ声も。以前の花火を毎年楽
しんだという和田昌之さん（38歳・右写真）は「枚
方の誇りを若い力で復活させてくれてうれしい。
出生数を打ち上げることにも未来につなげる思い
を感じる」と話しました。

　８月27日、中振敬愛保育所で夏祭りが開かれ、
０歳～５歳の園児約200人が手作りの夜店やゲー
ムを楽しみました。同園卒業生で市テーマソング
「この街が好き」のボーカリスト・彩夢Ayameさ
んが会場中央のステージで同曲を歌うと、園児た
ちが曲に合わせて盆踊りを披露し、最後は全員で
大合唱。息子が2歳児クラスに通う宮本英尭さん
（42歳）は歌を聴き、「枚方のキーワードがちり
ばめられていて、市民が聞いたらグッとくる」と
話しました。

盆踊りが思い出に

満員御礼！バスバックヤードツアー

19年ぶり復活！枚方の花火大会

親子一緒に体を動かす楽しさを体験

「上手にくぐれたよ！」憧れの運転手になれた

未来につなげる4995発

　８月13日に
SOMPOボー
ルゲームフェ
スタがKTM
河本工業総合
体育館で開か
れました。じ
ゃんけんの勝
者がすぐ相手
の手をつかむ

ゲームや大きさ・形が違うボールを使う運動な
ど、親子一緒に体を動かす「あそビバ！」に60
組が参加。ゲストで元ラグビー日本代表の大西将
太郎さんがラグビーボールを蹴ると、その迫力に
歓声が起こりました。高口智貴さん（５歳・写真）
は「お父さんの腕をくぐったり、いろんなボール
で遊べたりして楽しかった」と笑顔でした。
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「江戸時代から伝わる古典菊」

　今月号の表紙写真は、北山在住の島田光
男さん（83歳）が令和３年11月に撮影。「山
田池公園をウオーキング中に、花しょうぶ
園内で開催していた『古典菊展』に遭遇し
手持ちのカメラで撮影。菊の育ちの良さと
色、形の多彩性に感動しシャッターを切り
ました」。

1

KTM河本
工業総合
体育館

山田池

出屋敷
交差点

山田池公園
枚方藤阪線

自慢の写真・イラストが表紙に!?
　枚方の風景などをテーマにした写真・イラス
トを大募集。▶応募　メールまたは市ホーム
ページの専用フォームに住所・氏名（ペンネー
ム希望の場合はペンネームも）・年齢・電話番
号・メールアドレス、作品の説明・題名を書い
て作品データを添付し広報プロモーション課
（kouhou@city.hirakata.osaka.jp）へ。
詳細は市ホームページ参照。
　※応募作品は市公式フェイスブックやインス
タグラムで公開します。

「頑張っている先生を応援したい」と昨夏、全国
でも珍しい先生専用シェアハウスを立ち上げた。小
学校から高校までの先生３人とともに野中家も暮ら
している。「リビングで悩みを話したり異業種の人
を招き研修したり、入居者以外の先生も集まって楽
しく勉強しています」。先生を目指す学生によるイ
ベントや児童の放課後の居場所づくりも計画中だ。
ダンスに夢中だった大学３年の時、周りが就職活
動を始める中、やりたいことは何かを考え抜いた。
「人間関係の礎を築けたのは学校の先生たちのおか
けだった」と感じ教員になることを決意。大学卒業
後、別の大学に編入し、猛勉強の末、中学校の国語
教諭として採用された。「親に頼らず奨学金で６年
間通い大変でしたが夢が叶いうれしかったですね」
「成長し続けたい」と毎朝５時半に出勤し教育関
連の書籍を年間100冊読んだ。文化祭で海外12カ

国の生徒との交流企画を成功させるなど自身の教員
生活を支えてくれたのが当時の学年主任だった。
「他の世界も見てみたい」と告白すると気持ちを受
け止め後押ししてくれた。いずれは学校教育に携わ
りたいとの思いを秘めつつ、複数のIT系企業に勤務
後、ITと教育分野で急成長していたロイロ社に自ら
連絡し入社を果たした。タブレット端末でクラス内
の意見共有や発表などで使われるアプリ・ロイロノ
ートスクール普及のため全国の学校で研修したが
「地域の先生と深く関わり支援したい」と独立。屋
号の「わけわけ」にはICTを活用し知識や学びを分
け合える教育現場への思いが込められている。
「先生が笑顔になれば子どもも社会も明るくなる
はず。先生たちから受けた恩を社会に還元したいで
すね」。授業でのICT支援や先生シェアハウスを通
じ先生たちのサポーターとして走り続けている。

野中 健次さん

◆のなか けんじ　中学校教諭として４年勤務後、
IT系会社を経て、授業などで使うタブレット端
末のアプリ・ロイロノートを手掛けるLoiLo社に
勤務。昨年４月、独立し株式会社わけわけ起業。
南中振在住。38歳。

元教員・先生シェアハウス「わいが舎
や

」代表
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